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新生シリコンアイランド九州の実現に向けた
九州と大分の挑戦

2026年1月19日

鈴木 清己

九州半導体人材育成等コンソーシアム サプライチェーン強靭化ワーキンググループ 座長
大分県LSIクラスター形成推進会議 企画委員長

株式会社スズキ 代表取締役社長
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自己紹介

昭和58年
有限会社鈴木商店（現：株式会社スズキ） 入社

平成元年 ８月
株式会社スズキ 代表取締役社長 就任

平成20年４月
大分県LSIクラスター形成推進会議 理事 就任

平成23年
一般社団法人九州半導体・デジタルイノベーション協議会（SIIQ） 企画運営委員 就任

平成25年
一般社団法人九州半導体・デジタルイノベーション協議会（SIIQ） 理事 就任

平成30年８月
大分県LSIクラスター形成推進会議 企画委員長 就任

令和４年 ３月
九州半導体人材育成等コンソーシアムサプライチェーン強靭化ワーキンググループ 座長 就任

鈴木 清己
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設立 ：2022年3月
目的 ：「半導体人材の育成・確保」「サプライチェーン強靱化」等
方向性 ：半導体人材の育成・確保、半導体大手と地場・ユーザー企業との取引強化、海外との産業交流促進
構成機関：162  ※2025. 12月末時点

九州半導体人材育成等コンソーシアム
■概要

※(一社)九州半導体・デジタルイノベーション協議会
会員数：382（2025.12月末時点）

※全体推進

人材育成WG サプライチェーン
強靱化WG

※「海外との産業交流促進」

※具体的活動の推進（２つのWG）

※（）内は組成時期

連携
全国に
横展開

LSTC
（令和4年12月）

北海道
（令和５年６月）

東北
（令和4年６月）

関東
（令和５年６月）

中部
（令和５年３月）

中国
（令和４年10月）

九州半導体人材育成等コンソーシアム
（代表幹事：九州経済産業局長、SIIQ※筆頭副会長）

自治体版コンソーシアム

福岡県
(令和4年2月)

佐賀県
(令和4年10月)

長崎県
(令和4年2月)

熊本県
(令和4年3月)

大分県
(平成17年４月)

宮崎県
(令和５年12月)

北九州市
(令和４年７月)

鹿児島県
(令和７年８月)

近畿
（令和7年6月）
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活動の指針を確認するとともに、構成機関に活動のマイルストーン（取組内容・時期）を
示すことで、コンソーシアム活動への更なる理解促進と求心力向上に繋げるため、
中期行動計画（MVV・KPI・Action）を策定。

九州半導体人材育成等コンソーシアム
■活動指針

Mission：コンソーシアムの使命
半導体で豊かな未来社会を九州から実現する

Vision：コンソーシアムが目指す姿（なりたい状態、あるべき姿）
・多様な半導体人材が集い活き活きと活躍する九州
・半導体とともに歩み成長を続ける九州
・グローバルな半導体エコシステムの一翼を担う九州

Value：コンソーシアムがもたらす価値
（やるべきこと、共通の価値観、行動指針）

・半導体の魅力発信と人材育成を担う産学官金プラットフォーム
・産業競争力の強化に資する半導体バリューチェーン
・半導体産業の発展に貢献する九州から世界へのクロスポイント

KPI：半導体人材の育成・確保
コンソーシアム構成機関による
「魅力発信」「人材育成・確保」の取組を
多くの学生や社会人に届ける。

＜構成機関が実施する活動に参加した延べ人数＞
【実績】2024年度 累計 約１３．５万人（74機関）
【目標】2026年度末 累計 ４０万人 （180機関）

2031年度末 累計１４０万人 （200機関）
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九州半導体人材育成等コンソーシアム
■取組事例①（チャレンジマーケット）

今後の開催方向性
九州に立地する大手半導体企業と、
地域の中堅・中小企業を結ぶマッチングイベントを開催
※2024年度 東京エレクトロン九州株式会社

2025年度 三菱電機株式会社 パワーデバイス製作所

概要
＜拡充＞
大手半導体関連企業 × 中堅・中小企業（半導体関連＋異業種）

半導体関連企業に加え、「半導体分野に応用可能な技術シーズを持つ
異業種企業｣にも広く周知を行い開催
→潜在的な技術シーズの掘り起こしと半導体産業への新規参入を促進

＜新規＞
大手半導体関連企業 × 中堅・中小企業（半導体関連＋異業種）
× アカデミア・公設試・産総研 等

大学や公設試、産総研などとの連携により、
中堅・中小企業が保有する既存の技術シーズを、ブラッシュアップ
→大手企業へのニーズ提案が可能に

商談継続成約参加社数発信
ニーズ数

10件2件31社69件東京エレクトロン九州

今後フォロー予定45社89件三菱電機株式会社
パワーデバイス製作所

九州に立地する
大手半導体関連企業 ・ブース出展

・シーズ提供

・技術ニーズ提示
・ニーズ説明会
・イベント開催

etc…＊ロゴはHPより引用
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九州半導体人材育成等コンソーシアム
■取組事例②（九州半導体物流網構築）

九州域内の物流基盤となるロジスティクスプラットフォームの構築

地域HUB
(地域循環)

地域HUB
(地域循環)

地域HUB
(地域循環)

地域HUB
(地域循環)

センター
HUB

24時間・365日

GPS

開設ルート
今後予定ルート

リスクを回避
 24年問題 「運びづらい」 L/T延長・コスト増 (個社課題)
 35年高齢社会 「運べない」 生産・販売影響 (社会課題)

CSRを果たす
 温室効果ガスの排出削減、渋滞緩和(高速・市街地)
 新生シリコンアイランド九州の活性化に貢献

 「毎日・定時」 で誰もが使える
 「循環・往復」 で運ぶ
 「安心・安全」 の先進倉庫

有事の備え
 「商品の位置情報」の可視化 (納期対応・迂回)
 域内供給・九州域外への支援(航空、フェリー、トラック他)

BCP

強み

ビジネス
展開

意思決定を支援
 新規取引先との物流セットアップがシンプルに
 物流以外のビジネス活動に注力できる

課題
解決

社会
貢献
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九州半導体人材育成等コンソーシアム
■取組事例②（九州半導体物流網構築）

North

East

South

センター
HUB

地域
HUB

①センター HUB

②地域 HUB
中継
拠点

集中
拠点

企業 企業 企業

九州域内/日本各地

機能イメージ図

企業企業 企業

幹線便

循環便

幹線便納品循環便納品
新規構築 既存

Launch Target
九州域内の共同配送開始
◇対象 半導体関連 一般物
◇機能 幹線便/循環便、HUB/地域 HUB
◇エリア 1箇所 ※ 賛同企業様のデータに基づき決定

定義対象

九州半導体関連企業と取引
（トライアルオファー：コンソーシアム/SIIQ会員 様）企業

生産材・設備部品
半導体製品、資材・通い箱、装置商品

①センターHUB・幹線便(現有リソース)
集中拠点・地域HUBへの供給/回収

②地域HUB・循環便(倉庫保有の地場企業を優先)
地域内企業への供給/回収

機能

センター HUB ⇔ １エリア 共同配送開始ルート

トライアル開始 25年度内（随時）
運用開始 26年 4月～活動
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■活動内容

設立：2005年4月
目的：大分県の産業活力の創造

連携と競争による地域及び企業の発展・活性化
会員：139（産127、学7、官5）※2025.12月末時点

大分県LSIクラスター形成推進会議
■概要

半導体基礎講座 セミコンジャパンへの出展

台湾商談会in大分 岩手県・三重県との連携協定

研究開発・人材育成

販路拡大・情報提供

会員交流



9

ご清聴ありがとうございました


